３　 eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ac(\s\up 11(う　の),宇野)

 eq \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ac(\s\up 11(ち　よ),千代)「幸福」
 ─苦しみやつらさをいつも楽しみとする女性を描いた自伝的小説
16年度　聖心女子大学
★　次の文章は、宇野千代『幸福』の一節に手を加えたものである。これを読んで、後の問に答えよ。
　いつでも一枝は風呂から上がると、ちょっとの間、鏡の前に立って、自分の裸の体を見る。タオルを当てて、少し腰をひねるように曲げて立っている。ぽっとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あか),赧)らんだ肌をしている。「Ⅰ似てる。」と思う。EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ar(\s\up 11(（注１）),ボ)ッチチェリのヴィナスの絵に似てると思うのだ。足もとに貝殻がないだけで、ポーズが似ている。ほんの少し膨らんだ腹の形も、両足の形も似ている。こう書くと、それはながい間、自分の体に見EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほ),惚)れているように聞えるが、そうではない。ただ、似ていると思うだけで、すぐに着物を着てしまう。
　しかし一枝は、自分の裸の体がヴィナスのようだと、ａEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　),しんから)思う訳ではない。七十歳をとうに越している体が、ヴィナスのようであるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はず),筈)がない。ひょっとしたら、少しは斑点があるかも知れないし、肉のおちているところもある。しかし一枝は眼がよく見えない。　　Ａ　　、湯気の中で視点が定まらない。一枝はⅡそのことを、幸福の一つに数える。
　一枝はこうして、Ⅲ幸福のかけらを一つ一つ拾い集める。①自分の周囲にそれを張りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(めぐ),遶)らして生きている。人にはおかしく思われることでも、自分では幸福と思うようにした。一枝は五年 eq \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ar(\s\up 11(（注２）),前に)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おつと),良人)と別れた。そのとき、別れるのをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つら),辛)いと思わないようにしたいと思った。一枝は自分でも別れるのがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),好)いと思うようにした。良人が荷物をまとめているのを、何となく手伝ったりした。それが自然に出来たと思う。
　良人は別のところでEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とし),齢)の若い女と暮すようになった。一枝はその女を見たことはない。　　Ｂ　　、良人がながい間その女とつき合っていたと言うことで、その女がどう言う人か分るような気がする。良人が一枝と別れて、その女と暮すことは当然である、と一枝にも思われる。一枝が良人と一緒に暮していた間は長かった。じきに三十年にもなるかと思う。それくらいの間、一緒に暮していると、相手のことが気にかからなくなる。相手はいないのと同じように思うことがある。良人ばかりでなく、一枝もまた、自分はひとりで暮しているように思うことがある。良人の気持を構わず、自分のしたいと思うことを平気でしていることがある。
　二人が一緒に暮していた間、一枝は絶えず良人のことを気遣い、良人の喜ぶことばかりをしていた、ように見えた。そうすることは一枝にとって気持の好いことであった。しかし、よく考えて見ると、一枝は何かするとき、決して相手の心の方になってすることはなかった。いつでも、自分の方から考えて、それが気持の好いこと、面白いこと、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たの),愉)しいことである場合を、自分では意識しないで、そういう場合ばかりをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よ),撰)っていたように思われる。良人の喜ぶことをしていたのは、それが面白いからであったように思われる。相手に気に入るようなことをする場合、一枝にとってはそれが愉しいことなのであった。自分の方から考えて、それが愉しいのであった。②いまになって考えると、Ⅳそれは一種利己的な喜び方であったと思われる。
　あれは戦時中のことであった。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あたみ),熱海)に eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注３）),疎開)していたが、ア町に近い家であったので、いつここも③やられるかも知れない、と言う話であった。あの小さな温泉町が狙われているとは思えないのに、その頃はそう言うEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うわさ),噂)であった。どこか、もっとｂ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(へん),辺)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぴ),鄙)なEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　),ところ)へ越したい、そう思っていたときに、こんな話をした人があった。熱海からそう遠くないところに、低い山があって、その頂上にイ一軒の別荘がある。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(あ),或)るもの好きな人の建てた家だ。　　Ｃ　　、水が引いてないので、水は雨水をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(た),溜)めておくか、谷あいの川までEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 11(く),汲)みに行くかしなければならない。それを承知なら貸しても好い、と言う話であった。
　一枝は一度若いときに、ウ山の小屋で暮したことがある。やはり、谷あいの川まで下りて水を汲んだ。それはEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(い　や),可厭)なことではなかった。　　Ｄ　　、愉しかったと言う記憶がある。一枝は良人にその話をして、一緒にエ家を見に行った。山は思ったほど高くはなかった。頂上の木の間がくれに、その家の屋根と雨戸が見える。それはすぐ近いようでもあるが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はる),遙)か上の方であるようにも見える。「④あんなところに越せると思うかい。」Ⅴ良人は eq \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あき),呆)れたように言う。「それに、谷まで水を汲みに行くなんて、出来ると思うかい。」「あら、あたしが汲みに行くのよ。」と一枝は言った。少しは不便でも、危険のないことが何よりだと思われたが、良人にはその気がなかった。
　一枝はそのときのことを、いまでも思い出す。ひょっとしたら一枝は、いつでも相手の喜ぶことをしているEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つも),積)りで、多少は気に入らないことでも、気がつかずにしていたとも思われる。はっきりと気に入らないと言われても、それでやめてしまうのが、いかにも惜しい気がしたのを忘れない。
　いつでも一枝は、何か思いつくことがあると、そのことがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひど),酷)く愉しいことのように思ってしまう癖がある。オ山の上の家で、谷あいの川まで水を汲みに行くと言うことも、ちょっとの間は面白くても、ながい間にはｃEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),厄介)と思うようになるかも知れない。良人の言ったことは、ひょっとしたらその通りであるかも知れない。それでも、良人がまともに反対しなかったら、やはりその家に越していただろう。いまになると一枝も、Ⅵ自分の癖を笑ってしまうことが出来るけれど。
　しかし一枝は、相手がなく自分ひとりで出来ることは、⑤何でも思いついたことをそのまましてしまう。山の上の家に越さないで、一枝たちは熱海から良人の田舎の栃木の在へ越して行った。荷物は鉄道便で送って、良人だけさきに田舎へ行った。一枝はあとに残って、細かい物を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かた),片)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(づ),附)けた。 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注４）),闇で)買ったEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o(\s\up 11(ご　ま),胡麻)油があった。表立って送ると没収されるかも知れない。一枝はその油を入れた石油EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かん),罐)を大きな風呂敷に包み、それを背中に背負って、熱海から汽車に乗った。戦争も末期に近い頃だった。汽車は⑥無蓋の汽車で、人がｄ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すし),鮨)詰めになって乗っている。あれは品川の駅の近くだった。空襲だと言うので、汽車がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とま),停)ったことがある。空襲なら、早く走って行った方がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よ),宜)いのではなかったかと思われたが、しかし汽車は停った。パリパリと音がしてEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\al(\s\up 11(（注５）),、) eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょう),焼)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),夷)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だん),弾)が落ちた。しかし、汽車には当らなかった。
　あとで考えると、よく弾が当らなかったと思う。無蓋の汽車だから、狙われると簡単に当る。背中に油を背負っているから、弾が当ったら体中に火が燃え移る。自分だけでなく、一緒に乗っている鮨詰めの人たちにまで燃え移る。一枝のすることは、いつでも、ここまでは考えられない。ただ、田舎に疎開している人に、油を入れたものを食べさせたい。食べさせて喜ぶ顔が見たい。ただそのことだけを考えて、あとは考えなかった。
　栃木の田舎へ行っても、一枝は食べ物を見つけに、百姓屋を歩いた。おかしなことであるが、一枝は食べ物を見つけるのがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うま),巧)かった。また、それが面白かった。それまでに持っていた着物や洋服を、食べ物に替えた。そんなことは誰でもした。しかし一枝は大きな荷物を背負って、田舎道を歩いている間に、たびたび小さな空襲に出会った。近くに兵営があったので、ときには一、二機の敵機が地面から十メートルくらいのすれすれのところまで降りて来ることがあって、乗っているアメリカ兵の顔がはっきり見えることもあった。「歩いているね、ほら、ｅEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),機銃)

EQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　),でお見舞)しようかね、」とふざけて言っているように思われたりした。そう言うときにも一枝は、へんに恐くなかったのを覚えている。なぜ、恐くないのか。それは分らない。⑦ひょっとしたら、そう言うとき、相手は決して撃って来ないものと思い込んでいたのかも知れない。
　田舎にいる間、一枝はよく働いた。朝寝坊であったのに、良人の父母が起きて来る前に起きることが出来た。それは不思議であった。ひょっとしたら良人の父母は、一枝の起きるまで寝床で待っていてくれたのかも知れない。 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注６）),へっ)ついに火をつけて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),味)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そ),噌)汁を炊いた。まだ、はっきり明けていない庭に霧がおりている。一枝は自分で集めて来た材料で、飯の支度をする。一枝の作ったものはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うま),旨)い。良人の父母も良人も旨いと言う。一枝にはそれが愉しくてならないのである。　　Ｅ　　、おかしなことであるが、戦争は一枝にとって苦しいと言う思い出ではなく、愉しかったと言う気さえする。
　⑧愉しい。それが一枝の生きて行くテーマである。
注１　ボッチチェリのヴィナスの絵―イタリア初期ルネサンスの画家、ボッティチェリの絵画「ヴィーナスの誕生」のこと。美と愛の女神ヴィーナスが大きな貝殻の上に立つ姿を描く。
２　良人―「夫」に同じ。
３　疎開―ここでは、空襲やそれによる火災の被害を避けるため、都会の住民が地方に移住すること。
４　闇―闇取引。戦時下で自由販売が禁じられている物資をひそかに売買すること。取り締まりに合うと品物を没収された。
５　焼夷弾―燃えやすい薬剤を詰めた爆弾。火炎によって建造物などを焼き払い、また人を殺傷する目的で使用された。
６　へっつい―かまど。鍋釜をのせ、下で火をたいて煮炊きをする設備。
問１　空欄Ａ～Ｅに入る最も適切な語を次のア～カの中から一つずつ選べ。ただし、同じ記号を二回以上用いてはならない。
ア　かりに　　イ　しかし　　ウ　その上
エ　ただし　　オ　だから　　カ　むしろ
Ａ＝［　　　］　　Ｂ＝［　　　］　　Ｃ＝［　　　］

Ｄ＝［　　　］　　Ｅ＝［　　　］

問２　―部①「自分の周囲にそれを張りEQ \* jc2 \* "Font:GothicBBBPr6-Medium" \* hps9 \o\ad(\s\up 9(めぐ),遶)らして生きている」の説明として最も適切なものを、次のア～オの中から一つ選べ。
ア　自分は幸福なのだと自らを説得する努力を重ねることで、過去に経験した苦悩を記憶から消し去ろうとしている。
イ　他人から不幸な人だと見られ、哀れまれることを避けたいがため、自分の幸福を人々に見せつけようとしている。
ウ　自分が不幸だと感じて傷つくことを内心恐れており、常日頃から幸福だと思うよう工夫して、自分を守っている。
エ　他人からおかしいと思われていることを自覚せず、自分の幸福は自分が決めるという独自の哲学を実践している。
オ　自分の人生は決して不幸であってはならないという独特のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 11(おきて),掟)を作り出し、ありのままの現実に目をふさいでいる。
問３　―部②「いまになって考えると」とあるが、「いま」とはいつか。時期を示す語句を本文中から十二字以内で抜き出して答えよ。
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
問４　―部③「やられる」は、ここではどのような事態をさすか。本文中の語を用いて簡潔にわかりやすく説明せよ。
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
問５　―部④「あんなところ」と同一の家をさしているのは＝部ア～オのうちどれか。すべて選んで記号で答えよ。
［　　　　　　　　　　］
問６　―部⑤「何でも思いついたことをそのまましてしまう」の説明として最も適切なものを、次のア～オの中から一つ選べ。
ア　他人と共同で物事を行う場合にも、相手の意向に耳を傾けず、自分ひとりで方針を決めて着手してしまう。
イ　自分にとってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 11(たの),愉)しいことは、他人も同じように愉しいはずと思い込み、迷うことなく実行に移してしまう。
ウ　それによって他人が喜んでくれるなら、どんな苦労や自己犠牲もいとわないという気持ちになってしまう。
エ　そのせいで他人に迷惑や辛抱を強いていると、自分でも気付いてはいるが、気付かぬふりを装ってしまう。
オ　時にはそのせいで自分や他人に危険が及ぶ可能性があるが、そのことに思い至らないまま行動してしまう。
問７　―部⑥「無蓋」の意味として最も適切なものを、次のア～オの中から一つ選べ。
ア　不定期の運行で時刻表がない。
イ　貨車のみの列車で客車がない。
ウ　窓やドアなどの開口部がない。
エ　上部をおおう屋根などがない。
オ　乗客が腰を掛ける座席がない。
問８　―部⑦「ひょっとしたら、そう言うとき、相手は決して撃って来ないものと思い込んでいたのかも知れない」とあるが、ここでの「ひょっとしたら～知れない」という言い回しの最も適切な説明を、次のア～オの中から一つ選べ。
ア　当時恐いと感じなかったその理由を、いまは手に取るように理解できるが、あえて明言しない。
イ　いま振り返って考えると、当時はそういう理由で恐くなかったと思われるが、断言はできない。
ウ　当時恐くなかった理由を考察して述べてはみたが、いまさらそれを考えたところで意味がない。
エ　当時なぜ恐いと感じなかったのか、理由を考えてみたが、いまとなっては皆目見当がつかない。
オ　いまでは当時の記憶とその後の記憶とが入り交じり、恐くなかった理由を正確に思い出せない。
◎問９　―部⑧「愉しい。それが一枝の生きて行くテーマである」とあるが、一枝の「愉しさ」とはどのようなものか、端的に言い表わした語句を本文中から十字以内で抜き出して答えよ。
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
問10　文学史に関する次の各問に答えよ。
⑴　本文の作者、宇野千代の作品を次のア～オの中から一つ選べ。
ア　『或る女』　　　イ　『伊豆の踊子』　　ウ　『おはん』
エ　『智恵子抄』　　オ　『舞姫』
⑵　本文中に描かれるアメリカとの戦争（太平洋戦争）を題材とする作品を、次のア～オの中から一つ選べ。
ア　志賀直哉『暗夜行路』　　イ　横光利一『機械』
ウ　田山花袋『一兵卒』　　　エ　井伏鱒二『黒い雨』
オ　斎藤茂吉『赤光』
【確認問題】
１　波線部ａ～ｅの意味として最適なものをそれぞれ次から選べ。
ａ　しんから
　ア　自信から　　イ　心情から
　ウ　信念から　　エ　心の底から
ｂ　辺鄙な
　ア　都会から遠く離れた
　イ　海岸から遠く離れた
　ウ　温泉から遠く離れた
　エ　水場から遠く離れた
ｃ　厄介
　ア　つまらなくおもうこと
　イ　たのしくおもうこと
　ウ　めんどうにおもうこと
　エ　いやらしくおもうこと
ｄ　鮨詰め
　ア　整然とならべられること
　イ　隙間なく詰め込まれること
　ウ　色とりどりにならんでいること
　エ　ゆったりとすわらせていること
ｅ　機銃でお見舞
　ア　急旋回をすること
　イ　低空飛行をすること
　ウ　宙返りをすること
エ　機関銃をうつこと
【補充問題】
２　傍線部Ⅰ「似てる」とあるが何が何に似ているのか、説明した次の文章に入る語句を本文中からそれぞれ指定の字数で抜き出せ。

　似ているのは（　ア　）自分の裸の体と（　イ　）である。

ア（十八字）
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
イ（十三字）
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
３　傍線部Ⅱ「そのこと」の指す内容として最適なものを次から選べ。
ア　湯気で視点が定まらないが、視力は衰えないこと
イ　心の底から自分の美しさに酔うことができること
ウ　自分の衰えた部分をよく見ることができないこと
エ　自分の体の美しい部分を発見することができること
４　傍線部Ⅲ「幸福のかけら」とはどのようなことから生まれるか。解答欄に合うように本文中の語句を用い三十字以内で説明せよ。
［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
から生まれる。
５　傍線部Ⅳ「それ」の指す内容を解答欄に合う形で三十字以内で本文中から抜き出せ。
［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
こと。
６　傍線部Ⅴ「良人は呆れたように言う」とあるが、良人が呆れるのはなぜか。次から選べ。
ア　水を引いておらず、谷まで下りて水を汲むことは到底続けられないと思っているから
イ　低そうに見えているが、実は遙か上の方にあり、今の家からの引っ越しは無理だから
ウ　山の頂上にあり、木々に囲まれて、引っ越し荷物を運び入れるのは不可能に近いから
エ　一枝と違って山小屋で暮らした経験はなく、不便な生活に耐えられそうになかったから

７　傍線部Ⅵ「自分の癖」とあるが、それを説明したものを次から選べ。
ア　自分の思いついたことは、その内容にかかわらずとても愉しいことのように思い込んでしまう癖
イ　自分が思いついたことがあると、誰が反対しても、やらないと気が済まないという癖
ウ　自分が何かを思いついてしまうと、その内容を冷静に判断できずに興奮してしまう癖
エ　自分が何かを思いつくと、そのことが面倒なことを引き起こすと思いながらも実行する癖
【解答】
問１　Ａ＝ウ　Ｂ＝イ　Ｃ＝エ　Ｄ＝カ　Ｅ＝オ
問２　ウ
問３　七十歳をとうに越している（12字）
問４　空襲に遭い家が燃えること。
問５　イ・エ・オ
問６　オ　　問７　エ　　問８　イ
問９　一種利己的な喜び方（９字）
問10　⑴＝ウ　⑵＝エ
【確認問題】
１　ａ＝エ　ｂ＝ア　ｃ＝ウ　ｄ＝イ　ｅ＝エ
【補充問題】
２　ア＝少し腰をひねるように曲げて立っている
　　イ＝ボッチチェリのヴィナスの絵

３　ウ
４　人にはおかしく思われることでも、自分では幸福と思うこと（27字）
５　絶えず良人のことを気遣い、良人の喜ぶことばかりをしていた（28字）
６　ア

７　ア
